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芦
野
公
剛
の
一
角
に
建
立
さ
れ
た
津

軽
三
味
線
碑
の
碑
文
だ
。

ふ
と
ざ
〃

派
幌
の
風
土
が
端
か
つ
た
太
仲
か
ら

奏
で
る
三
味
線
の
背
は
、
風
雪
の
ご
と

く
叩
き
つ
け
、
そ
し
て
穏
や
か
な
川
剛

風
餓
と
も
闇
夜
の
奥
か
ら
と
も
喬
え
る

快
よ
い
郷
き
と
し
て
、
時
に
は
や
さ
し

く
、
時
に
は
う
ね
り
怒
っ
て
聰
く
人
の

心
を
魅
了
す
る
。

津
幡
三
味
線
は
、
〃
神
脈
の
仁
太
坊
“

に
は
じ
ま
り
、
〃
淵
瀬
の
桃
“
が
受
け
継

ぎ
、
こ
れ
を
”
派
八
郎
”
が
広
め
、
派

帷
の
宵
俳
と
し
て
今
で
は
金
剛
に
定
蒲

し
た
。ふ

る
さ
と
に
州
っ
た
灘
軽
三
味
線
の

先
駆
者
た
ち
は
、
金
木
町
を
津
軽
三
味

線
発
祥
の
地
と
し
て
そ
の
名
を
馳
せ
る

こ
と
に
な
る
。

風
を
織
る

音
色
に

津
軽
の魂

が
宿
る
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去
る
十
〃
三
十
一
冊
初
幾
庁

致
し
ま
し
た
。

こ
の
十
〃
十
Ⅲ
投
粟
Ｈ
に
向

け
て
、
皆
々
様
に
は
熱
烈
な
る

御
支
援
を
い
た
だ
き
、
い
ま
六

年
十
ヶ
月
ぶ
り
に
町
圧
室
に
入

り
ま
し
て
只
々
感
無
敵
。
初
心

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
上

は
身
命
を
賭
し
て
も
こ
の
町
に

御
思
返
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
決
意
致
し
て
お
り
ま
す
。

三三三

金
木
町
長
大
橘
忠
勝

椰
趨
の
上
親
し
く
御
礼
申
し
上

上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
劣
避
伽

礼
の
個
別
訪
問
は
間
く
禁
じ
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
伽

贋
察
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
剛
い

申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
当
町
は
と
り
あ
え
ず

只
今
一
俺
一
、
三
○
○
万
円
の

赤
字
が
硴
定
し
て
お
り
、
今
後

こ
の
末
脚
打
の
赤
字
航
を
如
何

に

し

て

解
il'i
し
て

行
く

b＃
飛
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
赤
字

解
洲
の
た
め
に
先
ず
、
飲
食
・

旅
行
の
九
曲
節
約
は
勿
倫
で
あ

り
ま
す
が
、
今
や
大
変
な
人
数

と
な
っ
て
い
る
役
場
職
皿
数
の

削
減
こ
そ
は
財
政
他
余
化
へ
の

雄
一
歩
で
あ
り
、
行
革
の
時
代

柄
川
に
対
し
て
援
助
を
仰
が
ね

ば
な
ら
ぬ
当
川
雌
大
の
城
愈
で

あ
り
ま
す
。
来
奔
採
川
を
期
待

し
て
い
る
数
多
く
の
支
持
打
の

子
弟
や
身
分
不
安
定
な
三
十
人

近
い
臨
時
的
職
仙
に
対
し
て
、

そ
の
心
怖
を
繁
す
る
に
た
だ
た

だ
断
腸
の
思
い
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
耐
辿
せ
る
財

政
を
睨
み
乍
ら
も
そ
の
効
率
的

巡
常
に
竜
を
注
ぎ
、
全
て
に
返

り
決
し
て
行
政
が
他
町
に
釧
け

を
と
ら
ぬ
よ
う
雌
鴻
の
努
力
を

続
け
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
祥
々
様
に
は
い
つ
で

も
御
虹
付
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
何
卒
面
接
な
り
川
接

な
り
伽
叱
洗
・
御
敬
蝉
下
き
い

ま
す
よ
う
、
又
ど
ん
な
嵯
細
な

堺
柄
で
も
お
緋
ね
や
ら
伽
陳
怖

下
き
い
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い

巾
し
上
げ
ま
す
。
早
朝
よ
り
出

町
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
何

卒
伽
父
椛
に
町
圧
案
に
伽
来
案

下
さ
い
ま
す
よ
う
爪
ね
て
お
噸

い
申
し
上
げ
ま
す
。

良
髄
米
雌
旅
が
叫
ば
れ
る
小

で
今
年
の
水
稲
は
限
庇
数
峨
内

で
一
等
米
比
率
九
○
・
六
％
を

確
実
に
し
ま
し
た
。

今
年
庇
金
木
派
う
る
ち
米
の

限
庇
数
賊
は
十
宝
刀
八
千
六
Ｗ

二
十
八
俵
で
十
斗
〃
八
Ⅱ
現
在

の
超
過
米
を
含
ん
だ
検
在
米
十

川
万
一
千
七
面
七
十
一
俵
の
う

ち
九
三
・
六
％
に
あ
た
る
Ｉ
長

刀
二
千
六
両
三
十
七
峡
が
一
群

米
。
限
座
敷
賊
米
だ
け
を
兄
る

と
十
宝
刀
八
千
〃
而
九
卜
九
俵

囹
團
圓
圓
日
團
困
囮
團

卯
パ
ー
セ
ン
ト
台
を
確
保

に
よ
っ
て
併
し
く
鞭
境
災

化
が
Ⅲ
こ
れ
ら
れ
て
い
ま

一
◎

ず

下
古
町
々
内
金
の
ゴ
ミ

雌
概
場
所
が
あ
る
も
の
の

畑
か
ら
搬
川
き
れ
る
伐
以

の
枝
や
雑
軍
も
あ
り
町
内

会
で
は
大
弱
り
。
「
せ
め
て

畑
か
ら
川
る
不
川
舳
は
、

家
焼
却
し
て
ほ
し
い
」
と

班
瀬
八
幡
汽
価
下
流
の
堤
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

防
沿
い
は
ゴ
ミ
の
不
法
投
蛎
ご
協
〃
を
お
叩
い
し
ま
す
。

め
ん
趣
、
目

●
が
一
癖
米
で
九
皇
・
八
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
眼
庇
数
肢
米

の
残
り
川
千
七
Ｗ
翼
十
一
鮫
を

検
介
し
奄
群
米
以
ド
と
し
て
も

》
彬
米
比
率
は
九
○
・
六
％
を

下
が
ら
な
い
こ
と
を
派
し
て
い

ま
す
。三

瀬
米
地
域
と
し
て
の
一
群

米
比
率
は
評
川
に
火
き
く
影
郷

す
る
と
耐
わ
れ
、
間
係
機
間
に

と
っ
て
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
に
統

き
九
○
％
を
硴
保
し
て
い
る
こ

と
か
ら
良
蘭
米
安
定
化
姫
を
何

が
わ
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
災
術
低
泓
対
餓
本

部
が
投
縦
ざ
れ
作
付
も
平
年
雌

と
す
る
今
年
庇
施
米
も
、
わ
ず

か
な
好
火
と
倣
底
し
た
水
符
理

が
功
を
提
し
、
良
髄
米
に
紬
び

付
い
た
も
の
の
翼
加
米
地
域
北

限
の
金
木
施
米
は
、
こ
こ
数
年

が
服
念
塒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

砧
繩
も
約
十
年
肺
の
レ
ィ
メ

イ
に
代
っ
て
ア
キ
ヒ
カ
リ
が
主

流
と
な
っ
て
お
り
、
九
二
％
の

作
付
。
昨
年
か
ら
い
の
奨
励
舳

梛
と
な
っ
た
”
む
つ
ほ
ま
れ
〃

は
・
一
％
蝿
の
作
付
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
十
年

を
契
機
に
作
付
舳
椰
も
代
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
・
眼
流
交
件
も
あ

．
。
二
．

り
符
ま
す

等級別数量

※超過米を含む

lえ分

lミ↑

2t↑；

3排

〈
叩 訓．

61．11．8

恥&ｲ12（依）

132．637

9.064

70

141．771

比率％

93．6

6，4

0．0

100．0

閲年度(隣）

141，498

8，135

131

149．664

比率％

94．5

5.5

0．0

100，0
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蕊
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樫
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恒
咋
○
的
の
。
①
の

差
引

●

さ
る
卜
川
・
一
十
三
冊
、
鋪
Ｗ
１
Ｌ
Ｍ
川
縦
会
定
例
会
が
州
雌
さ

れ
、
昭
杣
Ｌ
ハ
ト
年
度
一
般
会
州
決
算
の
偲
定
を
は
じ
め
ト
ー
の
縦

案
と
服
杵
案
件
が
陳
案
ど
お
り
叫
決
・
永
偲
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
俄
公
と
も
耐
わ
れ
る
今
川
の
定
例
会
は
、
一
Ⅱ
で
終
ｒ
し
、

一
般
会
紺
、
特
別
会
紺
の
決
神
偲
定
の
ほ
か
呼
決
処
分
し
た
柵
唄

の
・
・
・
椛
杵
が
な
さ
れ
た
あ
と
、
金
木
町
職
仙
定
放
一
八
九
人
を
八

人
減
ら
し
・
八
》
人
と
す
る
職
員
定
数
を
改
正
す
る
条
例
と
総
訓

・
・
ゞ
ｌ
瞳
八
千
六
口
・
ハ
ト
山
″
九
千
円
と
す
る
昭
杣
六
十
・
年
皮
一

般
公
緋
汕
旺
鯵
咋
算
も
追
加
艇
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
脈
栞
ど
お
り
叩

決
さ
れ
ま
し
た
。

今
川
は
一
般
会
緋
決
姉
を
小
心
に
町
財
政
を
紹
介
し
ま
す
。

昭
杣
六
十
年
度
一
般
会
州
収
人
弧
は
、
・
・
一
十
世
川
干
．
．
》
、
川

刀
・
一
千
・
・
一
丁
・
・
》
卜
主
川
で
、
昨
年
比
で
は
・
・
・
ゞ
パ
ー
セ
ン
ト
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
今
年
度
収
人
未
済
猟
は
、
川
定
涜
旅
悦
の
約
・
・
・
ｒ
、

八
卜
″
川
を
含
め
山
千
七
ｌ
采
刀
七
千
川
に
化
り
昨
年
よ
り
八
，

八
十
〃
川
多
く
柵
納
ざ
れ
て
い
よ
す
。

ま
た
．
成
川
で
は
、
ぶ
’
九
他
し
千
・
・
・
ｎ
ト
ー
″
一
Ｆ
九
，
八

卜
川
で
Ⅲ
年
比
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
収
え

雄
州
は
、
六
ｒ
九
面
九
卜
・
・
・
″
・
・
一
，
八
卜
羅
川
の
処
や
。
こ
の
う

ち
執
年
度
繰
越
財
抑
を
除
い
た
爽
髄
収
火
肌
宇
細
は
、
几
千
晶
而

八
ト
ー
″
じ
ｒ
・
・
一
，
八
卜
・
一
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｍ
杣
六
十
年
度
決
算
の
将
微
と
し
て
は
、
収
文
の
均
衡
に
制
愈

し
財
政
帥
川
の
卜
に
財
政
迎
憐
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
侭
め
ら
れ

る
も
の
の
、
・
伍
典
財
抑
で
あ
る
悦
収
に
つ
い
て
は
微
収
率
が
前
年

を
下
川
っ
て
い
る
こ
と
。
城
川
に
あ
っ
て
は
、
人
件
曲
、
公
依
甜

群
の
炎
勝
的
絲
岱
が
Ⅶ
１
．
パ
ー
セ
ン
ト
と
年
々
墹
加
の
伽
伽
に

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
財
政
柵
辿
に
徹
底
的
恢
紬
を
加
え
改
牌
が
笈

求
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
財
猟
雌
の
た
め
、
財
政
側
樅
賊
Ⅸ
金
の
と
り
く
ず
し
も
あ

り
、
今
年
度
の
火
徹
械
立
細
は
両
八
十
Ｗ
″
川
と
な
り
、
財
政
的

ゆ
と
り
の
之
し
ざ
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

第
Ⅳ
回
定
例
会
で
承
認
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町税収入未済額35,442,721円
一タータータータ－”ーターローターターダータタ

金木‘'1部幹線道路工1噸担金…5.㈹0．000

婁惟野地区土地改良総合整備…2,500.000

県営かんがい排水邪薬･…･…･3,162.576

災菩農業経営維持街金利子補給12,379.585

牧場業務委託料･……………･･7､395.000

種作特定作物振興対策ﾘ礫…6,024,481

極作中核典Ⅲ育成対策ﾘ蝶…4,300,000

民ｲi林林適斑瀬線IMI設工ﾘ…18．000．000

繩雄牛購入猟…･……･･･…･…・1､290,000

種作1畷述絡会議棚助金……1.400.000

n然休對擶理ｾﾝﾀー 竹理姿託料…1.075.200

公ｲi林轆備うl嘩洲…･･…･……3,704,200

麗川地利川墹遮l雛Y『………4,255.925

県汁年の船海外派近補助金…1.017.000

金木小学校管理ff･…･……･…36.956.250

川命小学校管理If…･……..…9,144.619

斑瀬小学校管理W｡.………･…17.378,660

嬰良i1i小学校葡理淵.．………･15.523.917

金水中学校行理甜…･……･…･10.439,513

金木南II1学校符理弼･…･…･…12.640,531

金木II]学校肥設甜..………･399.198.000

金木iｻjil!学校改修1f･……．.…29,634,370

●

；
総
務
・
消
防
費

牌
識

金木だより印刷満････……･…・1.934,880

滴冊委託Yf…･…･…．．……･････5,088,000

行政ﾘ峨砥算委託糊･…･……･7.100,000

納税貯#謂崎撒耐金･…･……・9.687.450

行政協ﾉj委貝研修W･…･……･1.806,300

il軽北部消防ﾘ聡組合負担金167,510.780

iri防補愉等組合鮒Ⅱ金･･……･3,120.418

防火水槽新設エリ#………．．…・2.500.000土
甲
木
由
費

社会棉祉協識会助成金……･･･3,000.000

五度心身朧#諸陶鰡f･…･…･8,924,200

老人福祉]1聯組合負担金……6,526,000

中央老人隔祉センター墹纂エリ↓6.636,000

児意手当扶助1W……..…･……19｡583｡000

第1保有所W･………．．………48,833,006

第2保育所W…………………41.566,60】

第3保育所淵.．"･…………･…49.621.184

第4保7『所11．………･………･37.354,346

規舟l1墓石工1輪畑W･………・・2,100,000

各種検診委託科．．………･……7,710,900

パス購入甜・……･…･…………10.950,000

西北五衛生処理組合負担金．.…･39,796.000

塵芥車購入猟･･…･……………6,480,000

金木捕院負担金………．｡…･165,476,400

老人保健会計繰出金……“…･25.593,750

水巡り喋繰出金………………62.731､000

●

道路台帳盤備委it料｡．…･･･････15,000,000

町道側構袖修if･･……………･3､446,444

除謝吋雌W･……‘……･…･…･･33,296,739

町近舗装斯設]:1i…･….．……12,678,000

11ﾘ柵轆総I:11･…………･……･21.288,000

町過舗装修繕エリ#．.……“氏6.420.000

流末処理エリ‘．．…………-え2‘980‘000
町道改良二l郡…･…･…･……･･5.573,000

新忠良TIi線特改工邪･………･29,585,000

住宅修繕W･･……･….…...…･5,591.268

町営住宅新設エリ#(6戸)･････48,479,000

仙宅用地購入りf…………･…･17,203,932

岩水川堤防除草委託料････…･1,800,000

農業川施設災害復旧工瓢･…･･11,684,000

道路災害復旧工邪･……･……･22,853.000

大収川災¥池旧エリ#･……．．…11,096,000

商工会助成金．．……．．………・･3.000,000

県信川保証協会出涜金．．…･…19,000.000

太宰僑設極工事………･…･…･4,830,000

薬師淵池埋立工事……………1,298,000

県観光物産館建設負担金……1,306,000

長期伏倫還元金･…･…‘……149,459,487

長期償償還利子･….．………196,522,128

財政調整基金棚立金…．．……･42!722,078

ｔ
ｈ
ｐ
９
ｑ
ｑ
ｑ
６
ｑ
ｂ
ｂ
６
６
ｑ
９
９
ｑ
ｂ
、
０
吋

農
林
水
産
業
費

詮尋jjl睡塾1唾
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性質別経費の内訳 約3割が

人件費昭和60年庇 昭和59年庇

区 分 増減

（千円）

決算額

（千円）

決算額

（千円）

術成比

（％）
歳
州
の
う
ち
性
鷺
別
内
訳
で

は
、
人
件
側
が
昨
年
の
投
壷
的

経
甜
を
抜
き
八
位
六
千
六
百
三

十
六
万
六
千
円
で
ト
ッ
プ
を
占

め
、
全
体
の
二
九
・
二
％
・
伸

び
率
で
は
、
投
盗
的
経
甜
の
災

害
邪
業
獅
が
三
八
・
二
％
の
伸

び
で
ト
ッ
プ
。
次
い
で
械
立
金
、

維
持
修
繕
猫
の
叩
に
な
っ
て
い

猟件1.人 29．2 866．366 812,730 53，636

1'I YM2．物 210，249 199,088 11,1617．1

3．雑持修織甜 1．8 54．172 44．923 9．249

4．扶助的経 我 2．5 75．04375，470 427

5．補助・的経我 18．6 556．150553.520 △2．630

(1)一部躯務組合負担金内
訳

(1)一部邪携組合其担金’7．4
(2)その他’11．2

219,518 194．213 25，305

ｄ
い
ま
す
。

ま
た
、
人
件
曲
と
扶
助
的
経

猟
、
公
依
甜
を
合
わ
せ
た
、
い
わ

ゆ
る
義
務
的
経
甜
は
十
二
位
八

千
九
百
三
十
一
万
円
と
な
り
、

歳
入
の
四
五
・
三
％
を
占
め
る

地
方
交
付
税
に
ほ
ぼ
匹
敵
し
ま

す
。

こ
の
表
の
ほ
か
、
経
甜
別
分

334,0021361．937 △27．935

’

6．公
Ｆ
辞
日
Ｌ

Ｏ
■
■
公

〃
弓
０
０ 我 11．7 304．179 43，295347．474

(1)俄還金内
訳

11．6 304.042 41．939345．981

(2 ) 一 時 俗 入 金利子 0．1 137 1．3561．493

7．柚 金立 1．4 30，858 11．86442．722

8．投海、出汽、if付金 0．7 19.78021，450 1．670

金9．操
０
１１６１ 0．9 25．628 22，358 3，270

麺
を
兄
る
と
工
邪
綱
、
淵
が
全

体
の
一
三
％
を
占
め
六
位
二
千

川
百
五
十
万
八
千
円
。
負
仙
金

袖
助
及
び
交
付
金
の
合
計
額
が

五
徳
三
千
九
両
九
十
川
万
九
千

円
で
一
八
％
と
続
き
給
料
一
川

％
、
俄
還
金
利
子
及
び
削
引
料

が
一
二
・
二
％
の
削
合
に
な
っ

て
い
ま
す
。

溢10.投 的 締 我 26．1 776．061 966．192 .190.131

（1）袖助]lf業我 430．61319．1 567.129 136．516
|人』

(2)単独り＃ 業 猟 497，2395．2 154．225 △343，014

１
１

(3)リIL憐!lf業税 0．1 3，700 6．800 △3，100
別J
U V L

（ 4 ） 災 襟 ： ． 〃業甜 1．7 51．007 31．540 19．467

戦
ｊ
ｌｌＩＩ 合 計 100．0 2．973．112 3．031．301 △58．189

特 計別
一
言

●
国民健康保険

､¥鷺一ニーーー『j＝（千円）
水道事業

（千円）
老人保健

由（千円）『

収益…･…･…………………。 ２
５
０

１
２
４

０
２
０

５
１
７

９
２
０

１
１
１

観入……･…･……･………… ３
２
７

７
６
３

２
４
５

Ｆ
０
９

９
６
１

８
０
１

９
６
３

歳入………･…………･……． 515,041

357‘074

101,774

営業収益

うち給

営業外収益

国庫支出金

保険税

繰入金

支払基金交付金
うち給水収益

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

諸収入

73,787

62,731
34,483

22,647

14,144

７
４
８

９
９
０

５
５
５

ａ
ａ
４

２
２

うち他会計補助金
療養給付費交付金

その他費用…．｡…･……………｡｡…。 ７
４

７
３

４
６

９
７

７
０

８
１

１
１営業費用

494
施出.｡…･･･………･…･･･……うち人件費 25,885 990,096

659,568

276,548

うち減価償却費38,363 保険給付金
歳出…･…･………．.……･…. ７

１
１
２
４
８
９
９

７
５
１
０
５
５

営業外費用 ３
３
５

４
４
３

８
８
５

９
９
１

６
６
７

7 老人保健拠出令
医療給付費うち支払利息 7

総務黄

うち人件費

諸支出金

公債費

その他

36,492

21,812

7,531

4,657

5,300

経常利益……･…･･…･……・・7,535

当年度未処理欠損金……･…･･63,418

供給単価･…･…･……181.87円/㎡

給水原価･…………・・288.81円/nf

総有収水量･……･…･…588,529㎡

医療費支給費 ４
３
５
３
０
０
９
９

６
１審査支払手数料

償還金一一

繰出金一

金4,242

金 267

I
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秋
の
褒
賞
賜
与
で
原
田
一
実

さ
ん
（
五
十
七
歳
）
に
藍
綬
褒
賞
 

藍
綬

褒
賞

に
 

原
田
一
実
き

ん
 

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。原
川
さ
ん
は

北
郡
選
出
県
議
会
議
員
と
し
て

連
続
四
期
十
六
年
問
の
地
方
白

治
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
 

秋
元
さ
ん
に
勲
七
等

青
色

桐
葉
章
 

元
金
木
町
消
防
団
分
団
長
で

消
防
功
労
の
あ
っ
た
秋
元
文
四

郎
さ
ん
（
六
十
八
歳）
に勲
七
等
 

青
色
桐
葉
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

秋
元
さ
ん
は
、
昭
和
十
二
年
に

金
木
町
警
防
団
n
を
拝
命
以
来

昭
和
四
十
五
年
退
職
ま
で
の
三

十
三
年
間
に
及
ぷ
消
防
団
活
動

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

“第
十
二
回
町
民
文
化
祭
一
と
 

“第
六
回
町
産
業
ま
つ
り
・
が
、
 

さ
る
十

一
月
二
日
か
ら
四
日
ま

で
の
三
日
間
、
中
央
公
民
館
と

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
 

ー
を
会
場
に
開
か
れ
、
延
べ
約
 

齢
（
難
 

一
麟
 

三
千
五
百
人
の
町
民
で
賑
い
ま

し
た
。
 

中
央
公
民
館
で
は
、
保
育
所

や
児
童
館
、
幼
稚
園
児
ら
に
よ

る
遊
戯
な
ど
の
学
芸
発
表
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
お
茶
会
や
津
軽

凧
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、・
子
供
マ
ン

ガ
映
画
の
上
映
な
ど
も
催
さ
れ

連
日
賑
い
を
み
せ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
農
産
物
品

評
会
な
ど
産
業

ま
つ
り
が
中
心

に
行
わ
れ
、
野

菜
の
即
売
や
農

産
物
を
利
川
し

た
お
菓
子
や
潰

物
な
ど
“
か
っ
 

ち
ゃ
の
力
作
一
 
 

子

（
金小
三
）
白
川
か
お
り
（川
 

小
三
）
松
川
鉄
也

（
嘉小
三
）
 

白
川
通
子

（
金小
四
）
外
崎
時

子

（
喜小
四
）
今
真
澄
（
喜
小
 

四
）
久
保
川
真

（
金小
五
）
泉

谷
有
香

（川
小
五
）
泉
谷
睦
美
 

（
川
小
五）
笠
井
春
香

（
金小

六
）
浅
利
善
仁

（川
小
六
）
松

川
智
子

（
嘉小
六
）
松
川
綾
子
 

（
南
巾
一
）
外
崎
千
秋

（
南中
 

加
藤
多
恵
子

（
金巾
三
）
 

▼
図
画
廿
金
賞
 

小
谷
文
人

（
金小
一
）
岡
川
あ

や
か

（川
小
一
）
伊
藤
か
す
み
 

（
嘉小
一
）
竹
内
信
之
輪
（
金

小
二
）
蒔
苗
敏

（
喜小
二
）
伊

丸
岡
孝
介

（
喜小
二
）
徳
田
貢
 

（
金小
三
）
白
川
光
幽
（
川
小
 

岩
村
茜

（
嘉小
三
）
相
内

崇
（
金
小
四
）
泉
谷
昌
克

（川
 

小
四
）
伊
藤
拓
也

（
喜小
四
）
 

工
藤
真
嗣
（
川
小
五
）
棟
方
亜

弓
（
嘉
小
五
）
今
芳
仁

（
喜小
 

五
）
笠
井
春
香

（
金小
六
）
野

上
大
志
（
金
小
六
）
伊
藤
貴
子
 

（
嘉小
六
）
角
川
具
実
子

（
金

中
一
）
竹
内
実
仕
子
（
金
巾
二
）
 

木
下
祐
樹
（
南
中
三
）
。
 

▼
工
作
I
金
賞
 

小
野
な
つ
き
（
喜
小
一
）
長
尾

学
（
金
小
二
）
今
崇
弘

（
喜小

三
）
角

m
潤
弥

（
金小
四
）
阿

部
一
美
（
金
小
五
）
外
崎
京
f
 

も
 一

 『
 

『
 

画
 

『
 

画
 

a
 
こ
れ
か
ら
お
い
し
く
な
る
 

一
 
鮭
を使
っ
て
、
魚
嫌
い
な
子
 

昭
 
供
で
も
お
や
つ
が
わ
り
に
食
 

!

!
 

k
 

。
 

。
 

『
 

g
 

姉
 
理
で
す
。
 

◇
 
▼

材
料
 
（

4
人
分
）
 

一
鮭
の
薄
切

り
…
 
・
・8
切
れ
 

昭
 
じ
ゃが
い
も

…
 
：
中
4
個
 

泳
 玉
ね
ぎ
 

巾

1
個
 

大
さ
じ

3
 

大
さ
じ

2
 

1
周

少
々

少
々

適
最

適
量

適
量
 

▼
作
り
方
 

①
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に
し

て
、
サ
ラ
ダ
油
で
妙
め
ま
す
。
 

じ
ゃ
が
い
も
は
ゆ
で
て
、
裏
ご

し
を
し
て
、
玉
ね
ぎ
、
グ
リ
ン

ピ
ー
ス
、
生
ク
リ
ー
ム
と

い
っ

し
ょ
に
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。
 

②
塩
、
こ
し
ょ
う
を
し
た
鮭
を
 

0
で
包
み
、
形
を
整
え
ま
す
。
 

③
O
に
小
麦
粉
、
卵
、
パ
ン
粉

の
順
に
ま
ぷ
し
て
、
熱
し
た
油

で
、
き
つ
ね
色
に
な
る
ま
で
ゆ

っ
く
り
揚
げ
ま
す
。
 

●

コ
ツ
と
応
用
 

鮭
だ
け
で
な
く
、
タ
ラ
な
ど

季
節
ご
と
の
旬
の
魚
を
使
っ
て

も
お
い
し

い
で
す
。
 

も
展
示
さ
れ
、
収
穫
の
秋
に
ふ

さ
わ
し
い
催
し
と
な
り
ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
書
道
ー
金
賞
 

成
田
あ
さ
と

（
金小
一
）
坂
本

み
ゆ
き

（川
小
一
）
川
村
ま
き

こ
（
喜
小
一
）
仙
場
小
弓
（
金

小
二
）
1
6野
さ
ゃ
香
（
金
小
二
）
 

泉
谷
ま
き
（
川
小
二
）
杉
山
圭
 

回 

べ
ら
れ
る
“
鮭
の
ポ
テ
ト
包
 

み
揚
げ
％
 

毛
内
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
料
 

ー
 
グリ
ン
ビ
ー
ス
 

ー
 生
ク
リ
ー
ム

画
 
卵
 

一
m
 

昭
 小
麦
粉
 

ー
パ
ン
粉
 

》
  

揚
げ
油
 

ー
加

ニ
！×
n
 

ク
ッ
キ
ン
グ
⑧
 

“鮭
の
ポ
テ
ト
包
み
揚
げ
 嘉瀬上古町 

毛内 レ ツさん （52-254 1) 
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鋪
十
二
回
町
民
文
化
祭
“
と

”
第
六
ｎ
町
産
業
ま
つ
り
“
が
、

さ
る
十
一
月
二
Ｈ
か
ら
四
Ⅱ
ま

で
の
三
Ｈ
間
、
中
央
公
民
館
と

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
開
か
れ
、
延
べ
約

岬
秋
の
褒
倣
賜
与
で
脈
川
一
実

さ
ん
（
五
十
七
歳
）
に
藍
綬
褒
汰

藍
綬
褒
賞
に

原
田
一
実
想

LﾑAAMlﾑ"4AA他AAﾑﾑAA

元
金
木
町
椚
防
剛
分
剛
股
で

汕
防
功
労
の
あ
っ
た
欲
元
文
川

郎
ざ
ん
（
六
十
八
歳
）
に
勲
七
群

三
千
五
両
人
の
町
民
で
賑
い
ま

し
た
。中

央
公
民
航
で
は
、
保
育
所

や
児
亜
航
、
幼
稚
剛
児
ら
に
よ

る
遊
戯
な
ど
の
学
芸
発
表
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
お
茶
会
や
沐
綴

凧
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
、
子
供
マ
ン

ガ
映
画
の
上
映
な
ど
も
惟
ざ
れ

連
Ⅱ
賑
い
を
み
せ
ま
し
た
。

迎
統
川
期
十
六
年
間
の

沽
に
対
す
る
功
紬
が
認

た
も
の
で
す
。

北が

ま
た
、
腱
業

粁
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
鯉
派
物
仙

誹
会
な
ど
派
業

ま
つ
り
が
中
心

一
三
丁
う
し
、
ｆ
ｊ

Ｉ
１
ｊ
ｊ
卯

菜
の
叩
光
や
股

旅
物
を
利
川
し

た
お
姫
子
や
澁

物
な
ど
〃
か
つ

ち
や
の
力
作
“

秋
元
庵
に
勲
七
等

青
色
桐
葉
章

州
ら
れ
ま
し
た
。
城
川

椰
選
川
喋
縦
金
紙
皿

ざ
ん
は

と
し
て

１
・
Ｊ
１

Ⅱ
Ｊ
ｒ

め
ら
れ

も
腱
示
さ
れ
、
収
惟
の
秋
に
ふ

さ
わ
し
い
伽
し
と
な
り
ま
し
た
。

入
批
軒
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
書
道
Ｉ
金
批

成
川
あ
さ
と
（
金
小
二
坂
本

み
ゆ
き
（
川
小
二
川
村
ま
き

こ
く
詳
小
二
仙
場
小
弓
（
金

小
二
）
雌
野
さ
や
件
〈
金
小
二
）

泉
谷
ま
き
（
川
小
二
）
杉
山
韮

赤
色
桐
莱
章
が
州
ら
れ
ま
し
た
。

社
元
さ
ん
は
、
昭
扣
十
二
年
に

金
木
町
警
防
川
乢
を
拝
命
以
来

昭
和
四
十
派
年
退
職
ま
で
の
三

十
三
年
川
に
及
ぶ
汕
防
川
祇
助

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

雛
蝋
鰡

岬
）
（
準
榊
州
娠
〈
可
“
幟
峰
華
卿
糾
一

一

ｇ

谷
打
谷
（
川
小
必
泉
谷
睦
英
恥

釦
－

０

（
川
小
瓦
）
嫉
井
存
秀
（
金
小
・一

大
）
浅
利
脾
化
（
川
小
六
）
松

川
判
子
（
滞
小
六
）
松
川
綾
子
昭

（
南
中
一
）
外
崎
千
秋
（
南
中
邸
ゞ
１
１
ｉ
Ⅲ
旧

一

三
）
加
藤
多
忠
子
（
金
巾
室
）

▼
図
画
Ｉ
金
倣

ｇ

中
谷
文
人
（
金
小
二
岡
川
あ
ｍＯ

や
か
（
川
小
二
伊
藤
か
す
み
ｏ
こ
れ
か
ら
お
い

一
触
を
使
っ
て
、
魚

（
猟
小
二
竹
内
砿
之
輔
（
金

小
二
）
時
苗
敏
（
禅
小
二
）
伊
昭
供
で
も
お
や
つ
が

丸
川
孝
介
寂
”
小
二
）
他
川
面
皿
く
ら
れ
る
”
鮎
の

Ｃ

二
一
誌
榊
峠
峠
却
細
桃
鋤
）
（
州
榊
一
み
“
岬
拳
人
の
ア

蝶
（
金
小
山
）
泉
谷
ハ
鬼
（
川
肺
理
で
す
。

Ｏ

小
川
）
伊
藤
抓
也
（
再
小
川
）
。
▼
材
料
（
４

－
鮭
の
師
切
り
…
・
・
・

工
藤
爽
刷
（
川
小
（
）
棟
方
亜

弓
（
班
小
兀
）
今
芳
化
（
稗
小
昭
じ
ゃ
が
い
も
．
…
．
．

ｋ

五
）
笠
井
存
什
（
金
小
六
）
Ⅳ
、
玉
ね
ぎ
・
…
…
…
：

一
峻
ハ
ル
に
剖
舞
主

上
大
志
（
金
小
六
）
伊
膿
批
腓

（
斑
小
六
）
刈
川
肌
火
子
（
金
ｇ
ｊ

ｎ

叩
二
竹
内
実
化
子
（
金
巾
二
）
蜘
卵
…
…
・
・
・
・
．
．
…
：
｜

木
下
祐
樹
（
南
山
二
。
１

０
生
咽
皿
。
。
：
。
。
：
。
。
。
。
。
。
。
：
↑

一
こ
－
）
よ
、
つ
．
。
・
・
・
・
；

▼
工
作
Ｉ
金
枇

小
Ⅳ
な
つ
き
（
叫
小
二
Ｋ
足
昭
小
炎
粉
…
…
・
…
？

ｋ

学
（
金
小
二
）
今
蝶
弘
（
群
小
皿
パ
ン
粉
・
・
・
…
・
…
・
ｌ

ｃ

議
測
鰄
淵
厩
訓
雛
帷

も
昭
供
で
も
お
や
つ
が
わ
り
に
食
▼
作
り
方

叫
べ
ら
れ
る
邸
の
ポ
テ
ト
包
①
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に
し

し

一
み
“
岬
拳
人
の
ア
イ
デ
ア
料
じ
ゃ
が
い
も
は
ゆ
で
て
、
裏
ご

て
、
サ
ラ
ダ
油
で
妙
め
ま
す
。

ｇ

即
理
で
す
。
し
を
し
て
、
玉
ね
ぎ
、
グ
リ
ン

０

。
▼
材
料
（
４
人
分
）
ピ
ー
ス
、
生
ク
リ
ー
ム
と
い
つ

一
鮭
の
師
切
り
・
…
．
：
・
・
８
切
れ
し
よ
に
よ
く
汎
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。

岨
じ
ゃ
が
い
も
．
…
：
…
叩
４
佃
②
塩
、
こ
し
ょ
う
を
し
た
鮎
を

ｋ
、
玉
ね
ぎ
・
・
…
・
…
…
…
中
１
個
⑪
で
包
み
、
形
を
慾
え
ま
す
。

一
峻
ハ
ル
に
剖
琴
一
い
準
吐
出
咽
順
呼
誹
越
酬
石
恥
釦
》
僻
心
州

９
ｆ
々

ｎＭ
卵
…
…
・
・
・
・
．
．
…
…
．
．
…
ｉ
佃
で
、
き
つ
ね
色
に
な
る
ま
で
ゆ

０．
塩
…
・
…
・
・
・
・
…
・
・
・
…
・
…
少
々
つ
く
り
揚
げ
ま
す
。

一
こ
し
ょ
う
・
・
…
…
…
・
…
少
々
●
コ
ツ
と
応
用

昭
小
炎
粉
…
…
…
…
…
…
適
賊
帥
だ
け
で
な
く
、
タ
ラ
な
ど

ｋ
”
パ
ン
粉
・
・
・
…
…
…
…
…
適
賊
季
節
ご
と
の
句
の
魚
を
使
っ
て

ｃ犀
言
釧
権
饒
瀧
澤
唯
融
。
。
－

ク
ッ
キ
ン
グ
⑧

鮭
の
ポ
テ
ト
包
み
揚
げ
“

ノノ

開瀬上lli町

毛内 レツ さん(52-2541)
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小
さ
い
頃
の
あ
こ
が
れ
が
実

現
し
て
白
衣
を
身
に
付
け
て
い

ま
す
。
 

高
校
を
卒
業
し
て
看
護
学
院

で
二
年
間
学
び
、
準
看
の
資
格

を
得
て
こ
の
四
月
か
ら
町
内
の

病
院
へ
勤
め
て
い
ま
す
。
仕
事

は
入
院
患
者
の
世
話
が
主
で
環
 
 二

）
泉
谷
光
哉

（
金中
三
）
 

▼
将
棋
大
会
 

小
学
校
の
部
廿
一
位
斉藤
大
啓
、
 

二
位
川
口
泰
弘
、
三
位
五
十
嵐

雄
・一
、
近
村
伸
悟
。
中
学
校
の

部
I
一
．位
松
川
憲
親
、
二
位
松

川
知
道
、
三
位
差
波
洋
、
木
下

祐
樹
。

一
般
の
部
廿
一
位
蝦
名

健
治
、
二
位
阿
部
光
章
、
三
位

神
牧
人
、
斉
藤
克
己
。
 

▼
職
場
対
抗
カ
ラ
オ
ケ
大
会

一
位
金
木
警
察
署
（
斉
藤
真
澄
、
 

下
山
幸
子
）
二
位
彩
月
（
伊
藤

ひ
ろ
ゆ
き
、
高
松
久
治
）
三
位

商
工
会
婦
人
部
（
木
村
か
ず
子
、
 

境
衛
生
に
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。
 

生
命
の
誕
生
を
見
た
瞬
間
と

て
も
感
動
し
、
看
護
婦
を
し
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
ん

な
時
は
仕
事
に
も
意
欲
が
わ
い

て
来
ま
す
。
 

今
は
、
週
五
回
高
等
看
護
学

院
へ
通
い
正
看
の
資
格
を
得
る
 
 秋

元
洋
子
）
。
 
！

・
 

▼
農
林
産
物
品
 

・
・、

 

ノ
 

評
会
‘
金
賞
 

・
ギ

〉
’a
 

古
川
政
一
 
（
葉
 
．
‘
『

，]
3
 

た
ば
こ
廿
青
森
 

地
方
葉
た
ば
こ
 

・
 
・
 

耕
作
組
合
長
賞
）
．
【
！
 

櫛
引
政雄
（玄
一
r
 
グ

努
」
「
？
晦」
，

一
 

子

（
小
豆
・
大
‘
i
'
,
'．
‘」

 

根
廿
金
木
地
区
農
業
改
良
普
及

協
議
会
長
賞
、
人
参
）
宮
崎
や

象

（
ネ
ギI
金
木
町
長
賞
）
原

田
英
次
（
り
ん
ご

廿
金
木
町
長

賞
）
。
 

鵬
棚
叱
α
《一
 

▼
水
稲
良
質
多
収
共
励
会
の
部

最
優
秀
賞
廿
白
川
峰
雄
（
青
森

県
知
事
賞
・
金
木
町
長
賞
）
。
 

優
秀
賞
廿
三
潟
春
樹
、
成

m
好

勝

（
県農
協
中
央
会
長
賞
）
。
 

優
良
賞
I
中
谷
肇
、
秋
元
慶
蔵
、
 
 

ア
イ
デ
ア
賞

ー
小
野
キ
ミ
エ
（
と

う
ふ
の
し
の
だ
巻
）
古
川
京
子
 

（野
菜
の
昆
布
巻
）
中
村
リ
ツ

エ
（
と
う
ふ
の
揚
げ
ポ
ー
ル
）
 

竹
内
久
美
子
（
か
ぼち
ゃ
ガ
マ
）
 

増
川
茂
子

（
牛
乳
入り
お
好
み

や
き
）
中
谷
弘
子
（
む
しパ
ン
）
 

其
川
文
子
（
栄
養
ク
ッ
キ
ー
）
 

大
橋
福
子
（
スイ
ー
ト
ポ
テ
ト
）
 

川
日
恵
子
（
か
ぼ
ち
ゃ
パ
イ
）
。
 

奨
励
賞
‘
古
崎
礼
子

（
か
ぽ
ち

ゃ
む
し
）
棟
方
タ
ミ
（
イ
ワ
シ

の
た
た
き
）
喜
良
市
高
齢
者
花

の
部
会
（
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ

ー
）
 
 外

崎
信
夫
（
な
す
の
こう
じ
潰
）
 

問
山
ハ
ル
ェ
（
枝
豆
ド
ー
ナ
ツ

廿
金
木
町
長
賞
）
。
 

弁
当
の
部
廿
古
田
ッ
エ

（愛
情

た
っ
ぷ
り
賞
、
金
木
地
区
農
業

改
良
普
及
協
議
会
長
賞
）
土
岐

和
子

（
元
気
が串
る
で
賞
）
佐

藤
久
美
子
（
マ
マ
の
味
で
賞
）
 

中
村
ハ
ギ
エ
（
バ
リ
パ
リ
働
け

る
で
賞
）
前
m
美
保
子

（お
と

う
さ
ん
元
気
で
賞
）
木
立
ヤ
サ
 

（
い
つ
ま
で
もア
ツ
ア
ツ
で
賞
）
 

田
中
ト
シ
エ

（
か
あ
さ
んの
味

で
賞
）
。
 

嘉
瀬
本
町
 

内
海
 
洋
子
さ
 

(
2
0

才
）
 B型
・
水
が
め
座
 

た
め
猛
勉
強
中
？
デ
ス
。
 

」
白
川
忠
治
（
県
経済
連
会
長
賞
）
。
 

（
努
力
賞
I
岡
田
勲
、
工
藤
栄

一
、
 

一
一外
崎
明
、
白
川
広
一
、
徳
川
重
 

」
夫
、
浜
田
和
人
、
中
谷
繁
、
白
 

．一
川
秀
行
、秋
元
浩
、
松
川
忠
勝
、
 

一一
花
田
享
一
o
 

一・
▼
生
活
改
善
の
部
 

一一
ふ
る
さ
と
賞
I
平
川
タ
ケ

（
よ
 

午
前
・
午
後

・
夜
中
と勤
務
一
】
う
し
）
秋
元
ト
シ

（
じ
ゃが
芋

時
問
が
n
に
よ
っ
て
異
な
る
の
【・
も
ち
）
川
中
松
了
（
か
ぽ
ち
ゃ

で
友
達
と
会
う
の
に
苫
労
し
ま
ー
ー
も
ち
）
八
幡
よ
し

（
ね
じ
れ大

す
o
 

一
一
根五
色
潰
）
川
口
イ
サ
（
こ
ご

ア
ル
コ

ー
ル
は
少
々
、
カ
ラ
」

り
豆
）
白
川
要
子

（
ま
す
ず
し）
 

オ
ケ
は
演
歌
か
ら
流
行
歌
ま
で
o・
・
竹内
ョ
ネ

（
梅
千漬
）
加
藤
ふ

デ
ュ
エ
ッ
ト
で
き
る
相
手
が
み

！
一
み
（
しそ
巻
も
ち
）
古
川
ミ
サ

つ
か
ら
な
く
て
 

o
 

・
・
ヲ（
な
す
の
こう
じ
潰
）
。
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小
さ
い
頃
の
あ
こ
が
れ
が
実

現
し
て
白
衣
を
身
に
付
け
て
い

ま
す
。商

校
を
卒
業
し
て
希
護
学
院

で
二
年
川
学
び
、
準
希
の
黄
裕

を
得
て
こ
の
四
月
か
ら
町
内
の

病
院
へ
勤
め
て
い
ま
す
。
仕
辨

は
入
院
忠
者
の
肚
話
が
主
で
環

＃
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境
衛
生
に
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。

生
命
の
誕
生
を
見
た
瞬
間
と

て
も
感
動
し
、
希
護
婦
を
し
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
ん

な
時
は
仕
覗
に
も
愈
欲
が
わ
い

て
来
ま
す
。

今
は
、
週
兀
川
商
群
粁
遮
学

院
へ
通
い
正
新
の
涜
格
を
僻
る 己

（
金
小
六
年
）
広
瀬
勝
（
市
中

二
）
泉
谷
光
故
（
金
巾
三
）

▼
将
棋
大
会

小
学
校
の
部
’
一
位
斉
藤
大
将
、

二
位
川
回
泰
弘
、
三
位
九
十
嵐

雄
一
、
近
村
仲
慨
。
中
学
校
の

部
’
一
・
位
松
川
悲
帆
、
二
位
松

川
知
逆
、
三
位
雄
波
洋
、
木
下

祐
樹
。
一
般
の
部
’
一
位
蛾
潴

他
沽
、
二
位
阿
部
光
章
、
三
位

抑
牧
人
、
斉
藤
克
己
。

▼
職
場
対
抗
カ
ラ
オ
ケ
大
会

一
位
金
木
誹
察
料
（
斉
藤
典
溌
、

下
川
幸
子
）
二
位
彩
〃
（
伊
藤

ひ
ろ
ゆ
き
、
商
松
久
諭
）
三
位

商
工
会
矧
人
部
（
木
村
か
ず
子
、

欣
元
洋
子
）
・

▼
農
林
産
物
品

評
会
ｌ
金
枇

古
川
政
一
（
菜

た
ば
こ
Ｉ
青
森

地
方
葉
た
ば
こ

耕
作
組
合
長
賞
）

櫛
引
政
雄
（
玄

米
Ｉ
金
木
町
長

賞
）
斉
膿
保
災

子
（
小
豆
・
火

ん
皇竺

嘉
海
理
口

さ

座

町
子
ｊ
”

癖
洋
時
水
《
／
』
り

く

一

た
め
猛
勉
強
叩
？
デ
ス
・

己

午
前
・
午
後
・
夜
中
と
勤
勝
一

時
問
が
Ⅱ
に
よ
っ
て
災
な
る
の
一

で
友
達
と
会
う
の
に
併
労
し
ま
｝坐

す
。

塁

ア
ル
コ
ー
ル
は
少
々
、
カ
ラ
ー

オ
ケ
は
油
秋
か
ら
流
行
歌
ま
で
。
一

デ
ュ
エ
ッ
ト
で
き
る
州
手
が
み
－

つ
か
ら
な
く
て
．
…
・
・
・
・
．
。
全一

根
Ｉ
金
木
地
区
農
業
改
良
普
及

協
議
会
長
賞
、
人
参
）
梅
崎
や

ゑ
（
ネ
ギ
ー
金
木
町
長
賞
）
原

川
英
次
（
り
ん
ご
Ｉ
金
木
町
長

賞
）
。
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▼
生
活
改
善
の
部

ふ
る
さ
と
賞
Ｉ
平
川
タ
ケ
（
よ

う
し
）
欣
沁
ト
シ
（
じ
ゃ
が
竿

も
ち
）
川
小
松
子
（
か
ぼ
ち
ゃ

も
ち
）
八
幡
よ
し
〈
ね
じ
れ
大

根
兀
色
油
）
川
川
イ
サ
（
こ
ご

り
弧
）
内
川
婆
子
く
ま
す
ず
し
）

竹
内
ヨ
ネ
（
祢
千
縦
）
加
膿
ふ

み
（
し
そ
巻
も
ち
）
作
川
ミ
サ

ヲ
（
な
す
の
こ
う
じ
縦
）
。

▼
水
稲
良
質
多
収
共
励
会
の
部

峨
優
秀
曲
Ｉ
白
川
雌
雄
（
青
森

県
知
事
賞
・
金
木
町
長
賞
）
。

優
秀
枇
’
三
潟
群
樹
、
成
川
好

勝
（
県
農
協
中
央
会
長
賞
）
・

優
良
尚
Ｉ
巾
谷
硴
、
秋
元
嵯
戯
、

、
川
忠
沽
（
県
経
済
運
会
長
賞
）
。

努
力
尚
Ｉ
岡
川
勲
、
工
藤
栄
一
、

外
崎
明
、
、
川
広
正
、
他
川
眼

夫
、
渋
川
和
人
、
中
谷
繁
、
ｎ

川
秀
行
、
秋
元
油
、
松
川
忠
勝
、

Ｅ
Ⅱ
生
み
。
。

今
イ
‘
１
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や
む
し
）
抑
力
タ
ミ
（
イ
ワ
シ

の
た
た
き
）
洋
良
巾
尚
齢
粁
花

の
部
会
（
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
）

幸

イ
デ
ア
賞
Ｉ
小
野
キ
ミ
エ
（
と

ふ
の
し
の
だ
巻
）
古
川
京
子

野
栄
の
兇
小
巻
）
小
村
リ
ッ

（
と
う
ふ
の
揚
げ
ボ
ー
ル
）

内
久
挽
子
（
か
ぼ
ち
ゃ
ガ
ご

川
茂
干
（
牛
乳
入
り
お
好
み

き
）
小
谷
弘
子
（
む
し
パ
、
ご

川
文
腓
（
栄
従
ク
ッ
キ
ー
）

橘
刑
・
上
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
）

Ⅱ
恵
子
（
か
ぼ
ち
ゃ
パ
イ
）
・

励
賞
Ｉ
卉
崎
礼
子
（
か
ぼ
ち

寺

W m

9DQ 1 ｒ
ｌ

宅
山

妃
哩

ｆ
０
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Ｇ
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４
凸
６
１ I

外
峪
砧
火
（
な
す
の
こ
う
じ
波
）

問
山
ハ
ル
エ
（
伐
以
ド
ー
ナ
ッ

ー
金
木
町
長
賞
）
・

弁
当
の
部
Ｉ
古
川
ツ
エ
（
愛
怖

た
っ
ぷ
り
批
、
金
木
地
区
農
業

改
良
普
及
協
議
会
長
賞
）
土
岐

測
．
小
（
元
弧
が
川
・
る
で
曲
）
佐

藤
久
美
子
（
マ
マ
の
味
で
枇
）

小
村
ハ
ギ
エ
ス
リ
バ
リ
働
け

る
で
油
）
前
川
美
保
子
（
お
と

う
さ
ん
沁
拭
で
憐
）
木
立
ヤ
サ

（
い
つ
ま
で
も
ア
ッ
ア
ッ
で
倣
）

川
中
ト
シ
エ
（
か
あ
き
ん
の
味

で
尚
）
。

I
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，木病院カii,テ回 
産婦人科医長 

輔
 

忠
 

藤
 

遠
 

周産期死亡ー妊婦満28週以後の死児の畠産
＋生後 1週未満の児の死。 

区 	分 出 	生 死 亡 
周産期
死 亡 

直
産
圧
 
接
的
亡
 

全 国 
S 59 1,489,780 740.247 12. 998 204 

S 60 1,431,577 742,259 n.470 194 

青森県 
S 59 20、062 10. 4 98 '192 7 

S 60 19; 094 10,548 166 2 

7
0
 

5
6
 嘉 嘉 嘉 金藤嘉 金金川 川 嘉

瀬 瀬 瀬 木枝 瀬 木 木倉倉 瀬 

96 56 84 72 70 67 72 63 88 82 92 77 

喜
良
市
 

	 111111山川町 金木だより ⑧ 

「あ
い
さ
つ
運
動
」
井金
木
町教
育委
員
会廿

 

〇
朝
お
き
た
ら
家
族
で
 
“
お
は
よ
う
）
 

〇
道
で
出
あ
っ
た
人
に
も
：

'“お
は
よ
う
）
 

〇
学
校
で
、
職
場
で
 

“お
は
よ
う
）
 

最
近
は
妊
婦
健
診
を
受
け
る

人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
異
常
を
早

く
発
見
し
、
設
備
と
ス
タ
ッ
フ

の
揃
っ
た
病
医
院
で
の
分
娩
傾

向
に
あ
る
か
ら
妊
産
婦
死
亡
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

妊
婦
健
診
を
受
け
る
と
血
液

型
、
不
規
則
抗
体
、
貧
血
の
有

無
、
児
の
発
育
と
位
世
、
胎
盤

の
位
置
、
妊
娠
中
非
症
の
可
能

性
、
B
型
肝
炎
、
梅
毒
な
ど
い

ろ
い
ろ
と
検
査
さ
れ
ま
す
。
 

昔
は
、
自
分
の
家
で
お
産
す

る
人
が
多
か
っ
た
の
で
妊
産
婦

の
死
亡
が
非
常
に
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
昭
和
五
十
年
青
森
県

で
は
、
妊
娠
出
産
が
原
因
で
亡

く
な
っ
た
女
性
が
七
名
、
全
国

で
は
毎
年
二
百
名
近
く
が
妊
娠
 

・

出
産
に
際
し
て
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
 そ
の
死
因
の
ほ
と
ん

ど
が
、
お
産
の
前
後
の
出
血
に

よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

出
血
は
子
宮
破
裂
、
腔
壁
裂
傷
、
 

頚
管
裂
傷
、
弛
緩
性
子
宮
川
血
、
 

前
置
胎
盤
早
期
剰
離
、
常
位
胎

盤
早
期
刺
離
、
子
宮
内
反
症
等

等
い
ろ
い
ろ
な
場
合
に
起
こ
り

ま
す
。
出
血
量
の
多
い
場
合
は
、
 

い
か
に
速
く
必
要
量
の
血
液
を

確
保
m
米
る
か
に
あ
り
ま
す
。
 

金
木
病
院
で
も
産
婦
人
科
に

限
っ
て
巾
し
上
げ
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
何
度
も
出
血
に
よ
る
生
命

の
危
機
に
瀕
し
た
患
者
さ
ん
に

接
し
て
来
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
時
に
は
、
い
つ
も
畳
夜
を
問

わ
ず
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
協
力

に
よ
っ
て
脱
し
て
来
ま
し
た
。
 

こ
の
機
会
を
借
り
て
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

出
産
時
の
出
血
は
緊
急
な
の

で
、
手
術
の
準
備
と
い
っ
て
も

看
護
婦
、
麻
酔
医
、
手
術
要
員
、
 

器
械
の
準
備
等
々
計
画
し
て
か

ら
の
手
術
の
よ
う
に
は
行
き
ま

せ
ん
。
背
に
比
べ
る
と
設
備
や

技
術
は
進
歩
向
上
し
た
と
は
言

え
、
日
夜
頭
を
悩
ま
す
産
科
医

は
、
希
望
者
が
少
く
必
要
な
複

数
勤
務
も
金
木
病
院
で
は
も
う
 

少
し先
I
な
りそ
う
誠
 

産
婦
人
科
医
に
な
っ
て
も
う

二
十
年
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
い
つ
も
お
め

で
た
い
誕
生
だ
け
に
立
合
っ
て

来
た
の
で
は
な
く
、
不
幸
な
死

産
、
先
天
性
異
常
児
、
奇
形
児
、
 

極
端
な
未
熟
児
の
出
生
等
に
立

会
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
 

大
多
数
の
女
性
は
白
然
に
出

産
し
仕
事
に
出
て
男
性
と
同
等

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
働
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
事
実
で
す
。
 

次
の
世
代
を
産
む
若
い
女
性
達

に
も
先
輩
は
献
血
ば
か
り
で
な

く
、
育
児
そ
の
他
諸
々
の
点
で

援
助
や
優
し
い
助
言
が
欲
し
い

も
の
で
す
ね
。
 

戸
籍
の
窓
 

十
月
届
出
 

お
め
で
と
う
 

山
巾
 
秀
平
（
良
二
 
金

蝦
名
 
貴
仁
（

薫
 
沢

小
山
内
方
規

（正
一
 
藤

工
藤
 
大
貴
（

満
 

川
 
倉
 

お
し
あ
わ
せ
に

（
議
携
（迦
認
認
 

（
芦
響
露
裏

助
 

（
麟
犠
（
糠
範
謡
 

仁

（照
男
）
沢
 
部

恵
子
（
昭
夫
）
稲
垣
村
 

（
鵠
難
羅

鴫
柵
 

（
綴
駆
庭
拠
炉
卿
 

（競
難
鵬
一噂
盤
画
 

（
難
振私
一
鷺嘉
森
 

（
凝冒
桐
一麓
緩

町
 
 

（
競鼠
竺
艶
班

林
 

（鮮
軸
一
諾
姦
瓢
 

（
雛志
珠m
撃
嘉
謂

翁
讐
警
髄
満
蒜
 

お
く
や
み
 

今
 

中
谷
 

泉
谷
 
清
太
郎
 

石
戸
谷
 
フ
チ
 

中
西
 
ツ
ェ
 

ミ
チ

よ
し

鉄
郎

タ
ョ

ナ
ミ

キ
ミ

ふ
よ
 

10月31日現在 前年同月比 

	

男 6,739人 	- 85 

	

女 7,297人 	- 64 

	

計 14,036A 	-149 

世帯数 3,921世帯 	23 

人
口

と
世
帯
 

由
巾
 
博
賀
（
信
弘
  
嘉
 

黒
滝
恵
利
花

（
武
  

金
 

枝 部 木 木 瀬 

ノ~ー、 

三白 
L川 

西神 洋今 菊 工 鳴
村 島 田 地 藤 海 

み ソ
の 子 
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股
近
は
妊
婦
他
診
を
受
け
る

人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
異
粥
を
早

く
発
見
し
、
設
術
と
ス
タ
ッ
フ

の
揃
っ
た
病
医
院
で
の
分
娩
傾

向
に
あ
る
か
ら
妊
派
婦
死
亡
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

妊
蹄
他
診
を
受
け
る
と
血
液

型
、
不
規
則
抗
体
、
岱
血
の
右

無
、
児
の
発
育
と
位
般
、
胎
雛

の
位
世
、
妊
娠
中
澁
症
の
可
能

性
、
Ｂ
型
肝
炎
、
椛
碓
な
ど
い

ろ
い
ろ
と
検
在
さ
れ
ま
す
。

背
は
、
自
分
の
家
で
お
賑
す

る
人
が
多
か
っ
た
の
で
妊
派
姉

の
死
亡
が
非
常
に
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
昭
和
五
十
年
背
森
眼

で
は
、
妊
娠
出
産
が
原
因
で
亡

く
な
っ
た
女
性
が
七
端
、
全
囚

で
は
毎
年
二
百
名
近
く
が
妊
娠

金木病院ｶﾙﾃ⑭
産婦人科医長

生
起 忠 輔藤

・
出
脈
に
際
し
て
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
死
因
の
ほ
と
ん

ど
が
、
お
脈
の
前
後
の
出
血
に

よ
る
も
の
と
耐
わ
れ
て
い
ま
す
。

出
血
は
子
樹
破
裂
、
腔
唯
製
慨
、

弧
符
裂
傷
、
弛
級
性
子
汽
川
血
、

前
脳
胎
樅
早
期
剥
離
、
術
位
胎

雛
早
川
剥
離
、
子
汽
内
及
縦
等

搾
い
ろ
い
ろ
な
場
合
に
起
こ
り

ま
す
。
出
血
壯
の
多
い
勘
合
は
、

い
か
に
速
く
必
要
趾
の
血
液
を

確
保
出
来
る
か
に
あ
り
ま
す
。

金
木
柄
院
で
も
雌
婦
人
科
に

限
っ
て
叩
し
上
げ
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
何
庇
も
出
血
に
よ
る
生
命

の
危
機
に
瀕
し
た
忠
者
ざ
ん
に

接
し
て
来
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
時
に
は
、
い
つ
も
晶
夜
を
問

わ
ず
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
協
力

に
よ
っ
て
脱
し
て
来
ま
し
た
。

こ
の
機
会
を
借
り
て
改
め
て
お

礼
叩
し
上
げ
ま
す
。

出
雌
時
の
出
血
は
緊
急
な
の

で
、
手
術
の
雌
伽
と
い
っ
て
も

漏
護
蝿
、
麻
酔
医
、
手
術
盤
仙
、

器
械
の
準
備
等
々
計
Ⅲ
し
て
か

ら
の
手
術
の
よ
う
に
は
行
き
ま

せ
ん
。
件
に
比
べ
る
と
彼
伽
や

技
術
は
進
歩
向
上
し
た
と
は
言

え
、
日
夜
航
を
悩
ま
す
派
科
睡

は
、
希
望
者
が
少
く
必
要
な
複

数
勤
務
も
金
木
病
院
で
は
も
う

少
し
先
に
な
り
そ
う

齢

娠
姉
人
科
隣
に
な
っ
て
も
う

垂
十
年
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
い
つ
も
お
め

で
た
い
誕
生
だ
け
に
立
合
っ
て

来
た
の
で
は
な
く
、
不
幸
な
死

雌
、
先
天
性
災
術
児
、
奇
形
児
、

極
端
な
未
熱
児
の
川
生
等
に
立

会
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
ｂ

大
多
数
の
女
惟
は
、
然
に
川

雁
し
仕
邪
に
出
て
叫
性
と
川
等

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
働
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
小
火
で
す
。

次
の
肚
代
を
旅
む
猯
い
女
性
達

に
も
先
飛
は
献
血
ば
か
り
で
な

く
、
育
児
そ
の
他
術
々
の
点
で

援
助
や
優
し
い
助
耐
が
欲
し
い

も
の
で
す
ね
。
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